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中央大：大学全体ではやや増加で４年ぶりに増加、法に都心移転効果あり 一般：+2,735 人 共テ：+256 人 

 
主な入試変更点 キャンパス移転…法：多摩キャンパス(八王子市)→茗荷谷キャンパス(文京区) 

COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、2,991 人(105)のやや増加で４年ぶりに増加。方式別では、一般方式 2,735 人（106）は３年連続減少の反動で

やや増加。共通テスト利用方式 256 人(101)は前年度「入学検定料の特別措置」を廃止したことで 40％の大幅減少で３年連続

減少となったが、反動はなく微増で前年度並。 

<一般方式> 

○文(105)は、２年連続やや増加。専攻別では、14 専攻中増減が７専攻ずつと分かれた。(人文社会／フランス語文学文化)(191)

は前年度の激増に引き続きほぼ倍増、志願者数は 800 人を上回った。(人文社会／社会学)(147)は２年連続大幅減少の反動で

大幅増加。(人文社会／中国言語文化)(126)は２年連続大幅増加。一方で、実施３年目の(人文社会／学びのパスポートプログ

ラム)(71)は 30%近い大幅減少、(人文社会／哲学)(74)は大幅減少で４年連続減少、(人文社会／社会情報学)(78)は前年度増

加の反動で大幅減少、(人文社会／東洋史学)(79)は前年度大幅増加の反動で大幅減少。 

○法(111)は、郊外から都心へのキャンパス移転効果もあって、３年ぶりに増加に転じた。学科別では、(政治)(121)は２年連続

減少の反動で大幅増加、(国際企業関係法)(114)は４年連続減少の反動で増加、(法律)(108)は２年連続減少の反動で増加。 

○総合政策(138)は、前年度増加に引き続き大幅増加。学科別では、(政策科学)(151)は 50％以上の大幅増加で２年連続増加、

志願倍率は 21.7 倍と５年ぶりに 20 倍を上回った。(国際政策文化)(128)も２年連続大幅増加で志願倍率も 20 倍を上回った。 

○経済(105)は、やや増加で３年ぶりに増加に転じた。学科別では、(公共・環境経済)(111)は前年度大幅増加に引き続き増加、

志願者数は 1,600 人を上回った、(経済)(108)は２年連続減少の反動で増加。一方で、前年度３年ぶりに増加した(経済情報シ

ステム)(76)は大幅減少で再び減少に転じた。 

○商(106)は、前年度減少の反動でやや増加。学科・コース別では、(経営／フレックス)(143)、(金融／フレックス Plus1)(120)

はいずれも前年度大幅減少の反動で大幅増加。一方で、(金融／フレックス)(76)、(会計／フレックス Plus1)(81)はいずれも

大幅減少で２年連続減少。９学科・コース中、６学科・コースが増加、３学科・コースが減少。 

○国際経営(93)は、新設２年目の 2020 年度以降４年連続減少。方式別では、<英語外部試験利用>(87)、<一般>(91)はいずれ

も２年連続減少。 

○国際情報(81)は、前年度減少に引き続き大幅減少。方式別では、<英語外部試験利用>(58)、<一般>(85)はいずれも大幅減少

で２年連続減少。 

○理工(105)は、２年連続やや増加。学科別では、10 学科中６学科が増加、４学科が減少。(都市環境)(132)、(情報工)(124)は

いずれも２年連続減少の反動で大幅増加。一方で、(人間総合理工)(70)は前年度ほぼ 2.5 倍の反動で大幅減少。 

＜共通テスト利用方式＞ 

○文(91)は、減少で５年連続減少。専攻別では、14 専攻中６専攻は増加、８専攻は減少。特に、(人文社会／東洋史学)(412)は

２年連続大幅減少の反動で４倍以上、(人文社会／社会学)(182)は２年連続減少の反動で激増。一方で、(人文社会／社会情報

学)(41)、実施３年目の(人文社会／学びのパスポートプログラム)(45)はいずれも前年度大幅増加の反動で半減以下。 

○法(105)は、2 年連続減少の反動は小さくやや増加に留まった。学科別では、(政治)(110)は２年連続減少の反動で増加、(法

律)(108)も５年ぶりに増加に転じた。一方で、(国際企業関係法)(80)は２年連続大幅減少で５年連続減少。 

○総合政策(85)は、４年連続大幅減少。学科別では、(国際政策文化)(80)は大幅減少で５年連続減少、(政策科学)(93)はやや減

少で４年連続減少。 

○経済(89)は、前年度激減に引き続き減少で４年連続減少。学科別では、(経済)(102)は前年度激減の反動はなく前年度並。(公

共・環境経済)(55)は４年連続大幅減少、(国際経済)(64)は３年連続大幅減少で４年連続減少。 

○商(127)は、前年度半減以下の反動で大幅増加。学科・コース別では、(経営／フレックス)(148)は前年度半減の反動で大幅増

加、(会計／フレックス)(135)は５年連続減少の反動で大幅増加、(フリーメジャー・コース)(117)は前年度激減の反動で大幅

増加。(国際マーケティング／フレックス)(114)は増加。一方で、(金融／フレックス)(73)は２年連続大幅減少。 

○国際経営(76)は、新設２年目の 2020 年度から４年連続大幅減少。方式別では、<共テ・併用>(163)は前年度 80％以上の激

減の反動で激増、<共テ単独・後期４教科>(125)は２年連続大幅増加。一方で、<共テ単独・後期３教科>(62)は大幅減少、

<共テ単独・前期３教科>(68)は大幅減少で４年連続減少、<共テ単独・前期４教科>(73)は４年連続大幅減少。 

○国際情報(112)は、前年度激減の反動で増加。方式別では、<共テ単独・前期３教科>(200)は前年度激減の反動で倍増。一方
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で、<共テ単独・後期>(62)は大幅減少、<共テ・併用>(69)は２年連続大幅減少で４年連続減少。 

○理工(104)は、３年連続減少の反動は小さくやや増加に留まった。学科別では、10 学科中増加が６学科、減少が４学科。特

に、(数学)(140)は前年度大幅減少の反動で大幅増加、(都市環境)(139)は３年連続減少の反動で大幅増加。(物理)(126)は前

年度大幅減少の反動で大幅増加。一方で、(電気電子情報通信工)(79)は２年連続大幅減少、(人間総合理工)(82)は前年度大幅

増加の反動で大幅減少。 

 

 


